
 

 

 

県試験研究機関の機能充実及び効率化に向けた取組 

試験研究機関のあり方や今後の方向、研究の狙い

目や進め方等試験研究機関の業務全般について 

アドバイスを行う。併せて専門的識見から研究の

価値等について評価するピアレビュー機能を果た

す。（各専門分野の外部有識者23名） 

アドバイザリー・ボード 

各部局で実施されていたものを一元化し、部局

横断的な外部評価を行うシステムを構築。研究

課題の優劣等について総合的な評価を実施。 

（学識経験者など8名） 

研究評価委員会 

県の若手研究者（40 歳未満）を科学技術奨励賞の

対象に加え、優れた研究者などを顕彰するととも

に、優秀研究課題を選考し、知事等の前で発表する

機会を設けることなどにより、若手研究者の研究

意欲の向上を図る。 

成果の顕彰 

従来の業種、分野、産業区分を越えた分野融合

のプロジェクトなどに対応し、新しい価値や  

技術を生み出すための研究の芽だしと実効性の

高い芽の選択や育成を行い、狙い目に対する  

投資の重点化を図る。 

部局横断的予算調整 

知的財産の一元管理による特許等の適正管理を

行うとともに、県知的財産管理審査委員会   

（知財等の外部有識者 5 名）の専門的意見を  

踏まえながら、研究成果等本県の知的財産の  

戦略的な創出・活用を図る。 

知的財産の創出と適正管理 

研究計画 研究者・研究機関 研究者提案（プレゼン） 

評 価 

課題化（予算
重点化 

効率化 

アドバイザリー・ボード

研究評価委員会

専門性専門性

各試験研究機関各試験研究機関

研究総括研究総括

市場性

可能性

発展性

市場性

可能性

発展性

基本的
役割分担

助
言
・
指
導

研究評価委員会とアドバイザリー・ボード役割分担

ピアレビューとしての機能

フィードバック 事後評価 

指導・助言 

指導・助言 

研究実施 

指導・助言 指導・助言 指導・助言 
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山形県研究評価委員会における評価結果について 

 

◆令和３年度実施課題の事前評価（R2年 11月～R3年 10月） 

課題 
評価結果 

計 
A B C D 可 不可 

一般研究課題 10 54 44 0 － － 108 

若手チャレンジ研究課題 1 7 11 0 － － 19 

公募型研究課題 － － － － 32 0 32 

業務課題 － － － － 38 0 38 

計 11 61 55 0 70 0 197 

 

 

◆令和２年度完了課題の事後評価（R3年 7月） 

課題 
評価結果 

計 
A B C D 

研究課題（一般、公募型） 7 15 23 0 45 

若手チャレンジ研究課題 0 0 6 0 6 

業務課題（研究性の高い課題） 0 0 0 0 0 

計 7 15 23 0 51 

 

 

【課題区分】 

一般研究課題：県独自の事業として取り組んでいる課題 

公募型研究課題：公募により外部資金を調達して取り組んでいる課題 

業務課題：県が経常的に取り組んでいる課題、あるいは外部からの依頼を受けて取り組んでいる課題 

若手チャレンジ研究：若手研究者(40歳未満)を対象にした県独自の課題 

 

【事前評価結果区分】 

Ａ ：研究計画が適切で、研究の展開が大いに期待される課題 

Ｂ ：研究計画は概ね適切であり、研究の展開が期待される課題 

Ｃ ：研究計画は概ね適切であり、内容を精査することにより、研究の展開が期待される課題 

Ｄ ：研究計画の大幅な見直しが求められる課題 

可 ：業務課題においては、業務計画が適切であり、実施すべき課題 

    公募型研究課題にあっては、計画が適切であり、提案を妥当とする課題 

不可：業務課題にあっては、業務の内容や目標の設定など業務計画を見直したうえで実施すべき課題 

    公募型研究課題にあっては、研究の内容や目標の設定など計画の見直しが求められる課題 

 

【事後評価結果区分】 

Ａ:目標を大きく上回る成果を得ており、今後、成果の活用や研究の発展が大いに期待できる課題 

Ｂ:目標を上回る成果を得ており、今後、成果の活用や研究の発展が期待できる課題 

Ｃ:おおむね目標とした成果を得ており、今後の展開が求められる課題 

Ｄ:目標とした成果を得ることができず、今後の展開については大幅な見直しが求められる課題 
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山形県知的財産管理審査委員会による審査結果について 

 

山形県知的財産管理審査委員会による審査 

試験研究機関が生み出した知的財産の特許出願、出願審査請求及び保有する

特許の更新の是非等について、令和２年１０月２９日に開催した委員会の他、書

面による審議、意見聴取を行った。 

 

◆令和２年度に審査した件数 

・特許出願       ４件 

・出願審査請求     ５件（うち出願と同時審査１件） 

・更新         ９件 

・更新せず       １件 

 

計１９件 

 

※審査案件の一覧は、別紙を参照。 

 

 

 

《参考》 

表 本県試験研究機関の特許出願・保有件数と実施許諾件数 

年度 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 

特許出願件数 4 4 10 1 2 7 0 

特許保有件数 21 25 29 32 36 38 40 

実施許諾件数 35 40 38 38 43 44 45 

(R3 年度は、11 月末現在) 
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1
特許第4310382号
培地冷却装置

更新する
（10年以上）

Ｒ２.１１ 更新 更新

2
特許第5002980号
米の品質測定方法及び米の品質測定装置

更新しない Ｒ２.１１ 更新しない 更新しない

3 （出願案件A）
出願する
審査請求する

Ｒ２.１１ 出願・審査請求 出願

4 （出願案件B） 出願する Ｒ２.１１ 出願 出願

5 （出願案件C） 出願する Ｒ２.１１ 出願 出願

6 （出願案件D） 出願する Ｒ２.１１ 出願 出願

7
特許第4998778号
ナノカーボン繊維含有電着工具とその製造方法

更新する
（10年以上）

Ｒ２.１１ 更新 更新

8
特許第4908296号
清酒の処理方法

更新する
（10年以上）

Ｒ２.１１ 更新 更新

9
特許第4250745号
浸透性無機質系コンクリート改質剤の施工確認用シール及び該
シールを用いた浸透性無機質系コンクリート改質剤施工確認方法

更新する
（10年以上）

Ｒ２.１１ 更新 更新

10
特許第5754001号
多層カーボンナノチューブ分散配合水性ゲル及びその製造方法並
びにその用途

更新する
（10年未満）

Ｒ２.１１ 更新 更新

11
特許第5887673号
膨潤化穀物発酵飼料の製造方法

更新する
（10年未満）

Ｒ２.１１ 更新 更新

12
特願2018-079482
動物繊維の処理方法、及び繊維製品

審査請求する Ｒ２.１１ 審査請求 審査請求

13
特願2020-31547
表皮特性を改良した羊毛及びこれを用いて形成した糸並びに繊維
製品

審査請求する Ｒ２.１１ 審査請求 （未対応）

14
特願2019-231279
アルカリ崩壊試験方法

審査請求する Ｒ２.１１ 審査請求 （未対応）

15
特願2020-84104
ポーラス金属とその通気率制御方法

審査請求する Ｒ２.１１ 審査請求 （未対応）

16
特許第5728700号
ＭＬＦ発酵を併用した新味覚の清酒の製造法

更新する
（10年未満）

Ｒ２.１１ 更新 更新

17
特許第3898652号
チロソール高生産性酵母変異株及び該酵母を用いた発酵アルコー
ル飲料の製造法

更新する
（10年以上）

Ｒ２.１１ 更新 更新

18
特許第4293372号
マルテンサイト鋳造材、マルテンサイト鋳造品の製造方法ならびにマ
ルテンサイト鋳造品

更新する
（10年以上）

Ｒ２.１１ 更新 更新

実績 審査案件 対応 手続中

出願 4件 4件 0件

審査請求 5件 1件 0件

審査請求しない 0件 0件 0件

更新 9件 9件 0件

更新しない 1件 1件 0件

ノウハウ秘匿 0件 0件 0件

合計 19件 15件 0件

山形県知的財産管理審査委員会　審査案件対応状況

（令和２年度　審査案件）

案件名 審査内容 審査時期 審査結果 対応（R3.11.18時点）

（別紙）
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